
　鉄鋼　

伊藤　勝美社長に聞く

建
材
の
ワ
ン
ス
ト

プ
サ

ビ
ス
目
指
す

神
商
鉄
鋼
販
売
　

新
体
制
ス
タ

ト

新商品・新サービスをコア事業に

神鋼商事から事業移管 鉄
筋
工
事
・
加
工
業
の
ツ
ル
タ
工
業

第
一
高
周
波
工
業
か
ら
設
備
移
設

高
耐
震
対
応
型

コ
ス
ト
削
減
提
案
で
拡
販

小
集
団
活
動
で
職
場
改
善

﹁
業
務
改
善
﹂﹁
治
具
製
作
﹂な
ど

件

古賀オール

５
月
の
普
通
鋼
鋼
材
輸
出


％
増
の

万


カ
月

ぶ
り
増

人
事
異
動
と
　

　

組
織
改
正

︵
カ

コ
内
は
旧
職
︶

鶴　田　社　長

訂
　

正
東
京
支
店
長

に
三
ツ
橋
氏

ア
イ
・
テ

ク

豊
鋼
材
工
業

日
本
重
化
学
工
業

Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
・
倉
敷

き

う

周
年

新
日
本
電
工

日
鉄
ス
チ

ル

日
鉄
物
産

伊
藤
忠
丸
紅
住
商

テ
ク
ノ
ス
チ

ル

３

５
月
期
決
算

経
常
増
益

億
円

岡
谷
鋼
機

岡
谷
鋼
機
が
チ

リ

テ


コ
ン
サ

ト

７
月

日
に
無
観
客

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

前
３
月
期
決
算

経
常
益

％
増

日
本
重
化
学

神
戸
製
鋼
所

淀
川
製
鋼
所

（２）（第三種郵便物認可） 令和３年　（　　　年 　　　）　７月１日　（木曜日）

　
建
材
商
社
の
神
商
鉄
鋼
販
売
は

き

う
１
日
に
親
会

社
の
神
鋼
商
事
よ
り
建
築
建
材
分
野
の
事
業
移
管
を
受

け

新
た
な
ス
タ

ト
を
切

た

従
来
か
ら
得
意
と
す

る
土
木
建
材

ケ

ブ
ル
・
高
力
ボ
ル
ト
な
ど
二
三
次
製

品
と
合
わ
せ

建
材
の
ワ
ン
ス
ト

プ
サ

ビ
ス
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く

同
時
に
き

う
設
立

周
年
を
迎
え

た
同
社
の
伊
藤
勝
美
社
長
に
今
後
の
事
業
展
開
を
聞
い

た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
橋
川
　
渉
︶



神
鋼
商
事
か
ら
鉄
鋼

本
部
建
設
鋼
材
部
の
事
業

移
管
を
受
け

き

う
か

ら
新
た
に
ス
タ

ト
し
た

が
営
業
体
制
の
概
要
は


　
﹁
当
社
は
従
来

神
鋼
建

材
工
業
の
道
路
建
材
や
防
災

製
品

神
鋼
鋼
線
工
業
の
Ｐ

Ｃ
製
品
や
構
造
ケ

ブ
ル


神
鋼
ボ
ル
ト
の
高
力
ボ
ル
ト

な
ど
コ
ベ
ル
コ
グ
ル

プ
の

製
品
を
中
心
に
販
売
し
て
い

る

一
方

今
回
移
管
を
受

け
る
神
鋼
商
事
の
建
設
鋼
材

部
は

厚
板
や
線
材

鋳
鍛

鋼

条
鋼
を
扱

て
い
る


組
織
的
に
は

従
来
か
ら
当

社
に
あ
る
営
業
部
隊
を
土
木

建
材
部

神
鋼
商
事
か
ら
移

管
を
受
け
る
部
門
を
鉄
構
建

材
部
と
し
た

年
商
は
倍
増

の
４
０
０
億
円
を
見
込
ん
で

お
り

建
材
商
社
と
し
て
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
確
立
し
て
い

き
た
い
﹂



土
木
と
建
築
の
統
合

で
シ
ナ
ジ

が
求
め
ら
れ

る
が


　
﹁
土
木

建
築
と
も
ほ
と

ん
ど
が
内
需
な
の
で

将
来

的
に
大
き
な
需
要
の
伸
び
は

期
待
で
き
な
い

ま
た
土
木

は
主
に
官
公
需

建
築
は
民

需
が
中
心
と
い
う
顧
客
層
の

違
い
も
あ
る

た
だ
例
え
ば

高
力
ボ
ル
ト
と
厚
板
は

い

わ
ば
の
り
と
紙
の
関
係
だ

し

土
木
工
事
に
は
鉄
筋
が

多
く
使
わ
れ
て
お
り

そ
れ

ぞ
れ
の
販
売
先
や
鋼
材
の
使

わ
れ
方
な
ど
を
き
め
細
か
く

見
て
い
け
ば

伸
ば
せ
る
余

地
は
あ
る
は
ず
だ

神
戸
製

鋼
の
建
材
厚
板
も
将
来
に
向

け
て
さ
ら
に
注
力
さ
れ
る
と

聞
い
て
お
り

今
回
の
移
管

で
経
営
資
源
を
集
約

競
争

力
も
強
化
し
て

そ
の
一
翼

を
担

て
い
く
﹂



内
需
主
導
の
建
設
分

野
は
中
長
期
的
に
は
厳
し

い
需
要
環
境
だ
が

何
か

新
し
い
取
り
組
み
は


　
﹁
い
く
つ
か
新
商
品
の
扱

い
を
始
め
て
い
る

そ
の
一

つ
が
神
戸
製
鋼
の
高
耐
食
め


き
鋼
板
﹃
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｇ
﹄
を
使

た
基
礎
杭
用
鋼

管
だ

高
耐
食
性
で
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
で

き

環
境
に
も
優
し
い

防

護
柵
や
手
す
り
な
ど
の
基
礎

杭
用
と
し
て
の
採
用
実
績
が

積
み
上
が

て
お
り

昨
年

度
は
１
億
円
の
売
り
上
げ
が

あ

た

今
後
は
メ
ガ
ソ


ラ

の
外
構
部
の
フ

ン
ス

な
ど
で
の
採
用
が
増
え
そ
う

だ
﹂

　
﹁
ま
た
神
鋼
鋼
線
工
業
の

Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線
を
使

た
耐

震
ケ

ブ
ル
ブ
レ

ス
も
あ

る

従
来
の
形
鋼
や
棒
鋼
な

ど
に
よ
る
耐
震
補
強
工
法
と

比
べ
る
と

補
強
材
が
ケ


ブ
ル
な
の
で
軽
量
で
施
工
性

が
高
く

工
期
も
短
く
て
済

む

工
場
や
倉
庫
な
ど
の
屋

内
工
事
な
の
で

昨
年
度
の

売
上
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
で

い
ま
ひ
と
つ
だ

た
が

特

徴
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
ば
ま
だ

ま
だ
伸
び
る
は
ず
だ
﹂



防
災
関
連
で
の
新
商

品
は


　
﹁
景
観
配
慮
型
防
潮
壁

﹃
シ

ウ


ル
﹄
の
取
り

扱
い
を
昨
年
か
ら
始
め
た


従
来
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト

製
の
防
潮
壁
の
一
部
を
強
度

や
透
明
度
が
高
い
ア
ク
リ
ル

板
に
す
る
こ
と
で

景
観
を

損
な
わ
ず
高
潮
に
よ
る
浸
水

を
防
ぐ

２
０
０
８
年
に
神

戸
市
で
初
め
て
設
置
さ
れ


全
国
で
採
用
実
績
が
あ
る

が

当
社
の
扱
い
と
し
て
は

今
年
３
月
に
兵
庫
県
の
南
芦

屋
浜
に
設
置
し
た

防
災
分

野
で
も
景
観
意
識
が
高
ま
る

中
で

新
た
な
付
加
価
値
の

高
い
土
木
建
材
商
品
の
普
及

に
注
力
す
る
こ
と
で

社
会

的
貢
献
も
果
た
し
て
い
く


当
社
で
は
専
任
の
担
当
者
を

３
人
配
置
し
て
お
り

さ
ら

に
採
用
実
績
を
増
や
し
て
い

き
た
い
﹂



Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は


　
﹁
新
体
制
に
な

た
事
で

ホ

ム
ペ

ジ
の
刷
新
を
進

め
て
い
る
が

併
せ
て
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
の
開
設
を
７
月
末
に

予
定
し
て
い
る

既
存
の
流

通
の
商
権
に
も
配
慮
し
な
が

ら

小
規
模
事
業
者
向
け
に

車
止
め
や
ハ
イ
テ
ン
ボ
ル
ト

な
ど
の
小
ロ

ト
販
売
を
し

て
い
く
﹂



前
身
の
神
商
金
属
販

売
と
神
商
成
品
販
売
が


年
に
統
合
し

き

う
で

設
立

周
年
と
な
る
が


　
﹁
前
身
２
社
が
神
鋼
商
事

か
ら
分
離
し
設
立
し
た
１
９

８
６


年
ご
ろ
は
プ
ラ
ザ

合
意
後
の
急
激
な
円
高
で


粗
鋼
生
産
８
千
万

時
代
が

く
る
と
言
わ
れ
て
い
た

そ

れ
が
現
在
の
高
炉
の
生
産
拠

点
の
再
編
を
見
て
い
る
と


現
実
と
し
て
迫

て
き
て
い

る
感
じ
が
す
る

取
り
巻
く

環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る

が

土
木
と
建
築
の
既
存
ビ

ジ
ネ
ス
を
徹
底
深
化
さ
せ
な

が
ら

同
時
に
新
た
な
商
品

や
サ

ビ
ス
を
次
世
代
の
コ

ア
と
な
る
よ
う
育
て
て
い
き

た
い

今
回

建
築
部
門
と

新
た
な
メ
ン
バ

が
加
わ


た
こ
と
で

こ
れ
ま
で
と
異

な

た
発
想
の
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
﹂

景
観
を
損
な
わ
な
い
防
潮

壁
﹁
シ

ウ


ル
﹂

（株）エヌティスチール（株）エヌティスチール
千葉県浦安市鉄鋼通り1-2-3　047-354-6688

日本製鉄の  アルスター
東洋鋼鈑の  シルバートップ

代表取締役　日 塔 　寛

　
古
賀
オ

ル
︵
社
長
・
古
畑

勝
茂
氏
︶
が

ボ
ト
ム
ア

プ

に
よ
る
職
場
改
善
︵
小
集
団
活

動
︶
に
取
り
組
ん
で
今
年
で


年

こ
の
間
で
成
果
発
表
会
の

開
催
回
数
は
計

回
を
数
え


改
善
事
例
の
総
数
も

今
回
の


件
を
含
め
て
累
計
で
ざ

と

７
２
０
件
に
上
る


　
﹁
安
全
で
活
気
あ
る
職
場
﹂

﹁
高
効
率
な
生
産
﹂﹁
良
い
製

品
づ
く
り
﹂
を
目
標
に
掲
げ


１
９
９
９
年
に
東
京
工
場
︵
江

東
区
新
砂
︶
の
生
産
部
門
で
ス

タ

ト

の
ち
に
全
社
・
全
部

門
に
広
げ

現
在
に
至
る


　
今
年
は
生
産
部
門

／
業
務

部
門
７
／
営
業
部
門
７
の
計


チ

ム
︵
総
勢
１
９
８
人
︶
が

参
加
と
過
去
最
多

こ
の
う
ち

予
選
・
審
査
を
通
過
し
た

チ


ム
が
本
選
に
駒
を
進
め
た


本
選
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク

を
考
慮
し

各
拠
点
か
ら
リ
モ


ト
発
表
形
式
で
行

た

写

真


　
発
表
内
容
は

時
節
柄
か

﹁
業
務
の
質
向
上
﹂
に
向
け
た

改
善
事
例
が
多
く

ほ
か
に
も

作
業
効
率
化
の
た
め
の
自
作
器

具
︵
治
具
︶
製
作
や
空
間
有
効

活
用

安
全
対
策

人
の
労
務

負
荷
軽
減

新
規
拡
販
な
ど
が

成
果
報
告
さ
れ
た


　
古
畑
社
長
は

ま
ず
コ
ロ
ナ

禍
で
の
活
動
に
対
し
て
社
員
を

ね
ぎ
ら

た
上
で
﹁
日
々
の
業

務
の
中
で
小
さ
な
﹃
気
づ
き
﹄

を
看
過
せ
ず

改
善
・
改
良
す

る
取
り
組
み
が
成
果
と
な
り


そ
の
ヨ
コ
展
開
に
よ

て
会
社

の
財
産
価
値
も
高
ま
る

何
よ

り
社
員
の
意
欲
・
意
識
・
士
気

高
揚
こ
そ
に
価
値
が
あ
り

会

社
成
長
の
原
動
力
に
な
る
か

ら

引
き
続
き
そ
の
気
持
ち
を

大
切
に

活
動
を
続
け
て
ほ
し

い
﹂
と
エ

ル
を
送

た


　
上
位
５
チ

ム
の
発
表
テ


マ
は
次
の
通
り


　
▽
１
位
﹁
デ

ド
ス
ペ

ス

活
用
で
台
木
の
安
全
楽
々
パ
イ

ラ

間
移
動
﹂︵
北
関
東
支
店

レ
ベ
ラ

チ

ム
︶
▽
２
位

﹁
ら
く
ら
く
ス
ク
ラ

プ
処
理

︵
労
力
軽
減
＆
危
険
回
避
編
︶﹂

︵
東
北
支
店
ス
リ

タ

チ


ム
︶
▽
３
位
﹁
セ

ト
替
え
工

具
の
改
良
︵
時
短
と
作
業
性
向

上
を
目
指
す
︶﹂︵
東
京
工
場
第

３
二
次
加
工
チ

ム
︶
▽
４
位

﹁
切
板
落
下
防
止
対
策
﹂︵
北

関
東
支
店
二
次
加
工
チ

ム
︶

▽
５
位
﹁
イ
ン
カ
ム
フ

ン
で

運
転
手
の
負
担
軽
減
﹂︵
東
京

工
場
第
２
入
出
荷
チ

ム
︶

　
中
部
東
海
地
区
で
鉄
筋
工
事
・
加
工
業
を
手
掛
け
る
ツ
ル
タ
工
業
︵
本
社

・
三
重
県
津
市

社
長
・
鶴
田
裕
久
氏
︶
は

高
周
波
ベ
ン
デ

ン
グ
や
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
ラ
イ
ニ
ン
グ
・
誘
導
加
熱
機
器
な
ど
を
製
造

販
売
す
る
第
一

高
周
波
工
業
︵
Ｄ
Ｈ
Ｆ

本
社
・
東
京
都
中
央
区

社
長
・
佐
藤
昌
俊
氏
︶

か
ら
Ｔ
Ｈ
Ｌ
工
法
用
の
鉄
筋
加
工
機
を
移
設
し

今
月
か
ら
稼
働
を
開
始
す

る
従
来
工
法
に
比
べ
て
工
期
の
短
縮
や
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
が
可
能


今
後
見
込
ま
れ
る
土
木
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
関
連
や
建
築
案
件
へ
の
拡
販
に
向

け

Ｄ
Ｈ
Ｆ
と
製
造
・
営
業
の
両
面
で
さ
ら
な
る
協
力
体
制
の
強
化
を
図


て
い
く


Ｔ
Ｈ
Ｌ
工
法
用
鉄
筋
の
加
工

東
海
加
工
セ
ン
タ


が
入
る
ツ
ル
タ
工
業

の
新
工
場
棟

　
６
月

日

付
６
面
の
人

事
異
動
に
あ
る
産
業
振
興

の
記
事
は
す
で
に
掲
載
し

て
い
た
も
の
で
し
た

お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す


　
Ｄ
Ｈ
Ｆ
は

同
社
の
高

周
波
誘
導
加
熱
技
術
に
よ

る
熱
間
加
圧
成
形
で
端
部

を
Ｔ
字
に
塑
性
加
工
し
た

鉄
筋
﹁
Ｔ
ヘ

ド
工
法
鉄

筋
﹂
の
製
造
加
工
を
手
掛

け
る

同
鉄
筋
は
１
８
０

度
フ

ク
や
Ｕ
字
型
定
着

と
同
等
の
定
着
性
能
を
保

持

配
筋
作
業
が
容
易
に

な
る
こ
と
で
工
期
短
縮
や

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
図
れ


施
工
性
や
コ
ン
ク
リ

ト

の
充
填
性
も
大
幅
に
向
上

で
き
る


　
自
社
の
水
江
工
場
︵
川

崎
市
川
崎
区
︶
で
加
工
し

て
い
る
ほ
か

埼
玉
︵
比

企
郡
︶
大
阪
︵
大
阪
市

西
淀
川
区
︶
福
岡
︵
飯

塚
市

久
留
米
市
︶
の
鉄

筋
業
者
︵
製
造
パ


ト
ナ

企
業
︶
に
加

工
機
を
設
備
し

Ｄ

Ｈ
Ｆ
の
加
工
セ
ン
タ


と
し
て
製
造
を
委

託

各
地
で
拡
販
を

図

て
い
る


　
ツ
ル
タ
工
業
は
昨

年
７
月

Ｄ
Ｈ
Ｆ
か

ら
﹁
Ｔ
ヘ

ド
工
法

鉄
筋
﹂
用
の
加
工
機

２
機
を
一
昨
年
６
月

に
増
築
し
た
新
工
場

に
導
入

Ｄ
Ｈ
Ｆ
の

﹁
東
海
加
工
セ
ン
タ


﹂
と
し
て
稼
働
を
開
始

し

１
年
が
経
過
し
て
操

業
体
制
も
軌
道
に
乗

て

き
た


　
今
回
新
設
す
る
の
は


同
じ
熱
間
加
圧
成
形
で
拡

径
部
の
形
状
を
Ｔ
字
か
ら

楕
円
形
に
加
工
し
て
Ｌ
字

型
に
す
る﹁
Ｔ
Ｈ
Ｌ
工
法
﹂

用
の
鉄
筋
加
工
機

水
江

工
場
に
あ
る
１
基
を
改
造

し
て
移
設
し
た

同
鉄
筋

は
従
来
製
品
に
比
べ

よ

り
高
い
耐
震
性
能
が
求
め

ら
れ
る
構
造
体
へ
の
適
用

が
可
能

来
週
７
日
ご
ろ

か
ら
稼
働
を
開
始
す
る
予

定
と
な

て
い
る


　
Ｄ
Ｈ
Ｆ
に
と

て
ツ
ル

タ
工
業
は
５
社
目
の
製
造

パ

ト
ナ

企
業
で

同

社
鉄
筋
事
業
部
の
﹁
第
二

マ
ザ

工
場
﹂
と
し
て
位

置
付
け
る

定
着
板
加
工

技
術
が
武
器
の
Ｄ
Ｈ
Ｆ
と

鉄
筋
工
事
大
手
で
現
場
へ

の
提
案
力
を
持
つ
ツ
ル
タ

工
業
の
両
社
で
シ
ナ
ジ


効
果
を
追
求

今
後

中

部
東
海
地
区
で
見
込
ま
れ

る
道
路

鉄
道

イ
ン
フ

ラ
関
連
な
ど
の
Ｒ
Ｃ
構
造

物
工
事
に
対
し

省
力
化

提
案

納
期
・
デ
リ
バ
リ


対
応
を
武
器
に
現
場
へ

の
還
元
を
第
一
と
し
た
営

業
に
注
力
し
て
い
く


︵
７
月
１
日
付
︶

　
︻
支
店
長
人
事
︼

　
▽
東
京
支
店
支
店
長

︵
神
奈
川
支
店
支
店
長
︶

三
ツ
橋
秀
文

　
▽
神
奈
川
支
店
支
店
長

︵
北
関
東
支
店
支
店
長
︶

吉
塲
健
次

　
▽
北
関
東
支
店
支
店
長

︵
北
関
東
支
店
営
業
課
課

長
︶
榊
原
大
樹

︵
６
月

日
付
︶

　
︻
新
任
︼

　
▽
取
締
役
製
造
本
部
長

兼
苅
田
工
場
長
︵
理
事
製

造
本
部
長
代
理
︶
中
村
寛

治

︵
６
月

日
付
︶

　
▽
取
締
役
・
Ｆ
Ｍ
推
進

室
長︵
技
術
部
フ

ロ

︶

保
坂
徹

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ

ル
西
日

本
製
鉄
所
・
倉
敷
地
区
は

７
月
１
日
に
開
設

周
年

を
迎
え
た

前
身
で
あ
る

川
崎
製
鉄
が
１
９
６
１
年

７
月
に
将
来
の
設
備
・
技

術
の
革
新
や
需
要
増
大
に

対
応
す
る
た
め

新
た
な

大
規
模
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所

と
し
て
倉
敷
の
地
に
開
設

し
た

累
積
粗
鋼
生
産
量

は
２
０
２
０
年
度
末
時
点

で
約
３
億
９
５
０
０
万




　
当
地
区
で
は
今
年
６
月

に
新
連
続
鋳
造
設
備
が
稼

働
開
始

２
０
２
４
年
度

上
期
に
は
電
磁
鋼
板
製
造

設
備
の
増
強
を
予
定
し
て

お
り

国
内
製
造
基
盤
の

強
化
を
継
続
し

Ｊ
Ｆ
Ｅ

ス
チ

ル
の
基
幹
製
鉄
所

と
し
て
の
成
長
を
続
け
て

い
る


︵
７
月

日
付
︶

　
︻
組
織
改
正
︼

　
▽
本
社
組
織
と
し
て
あ

ら
た
に
﹁
環
境
シ
ス
テ
ム

事
業
開
発
セ
ン
タ

﹂
を

設
置
す
る

　
︻
役
員
ク
ラ
ス
の
人
事

異
動
︼

　
▽
取
締
役
専
務
執
行
役

員
生
産
技
術
安
全
環
境


研
究
開
発

機
能
材
料
事

業
︿
機
能
材
料
営
業
部


富
山
工
場
妙
高
工
場
徳

島
工
場
機
能
材
料
部
﹀


環
境
シ
ス
テ
ム
事
業
︿
環

境
シ
ス
テ
ム
営
業
部

環

境
シ
ス
テ
ム
事
業
開
発
セ

ン
タ


郡
山
工
場
﹀
お

よ
び
環
境
事
業
全
般
に
関

す
る
事
項
管
掌
︵
取
締
役

専
務
執
行
役
員
生
産
技

術

安
全
環
境

研
究
開

発

機
能
材
料
事
業
︿
機

能
材
料
営
業
部

富
山
工

場

妙
高
工
場

徳
島
工

場
機
能
材
料
部
﹀

環
境

シ
ス
テ
ム
事
業
︿
環
境
シ

ス
テ
ム
営
業
部

郡
山
工

場
﹀
お
よ
び
環
境
事
業
全

般
に
関
す
る
事
項
管
掌
︶

谷
奥
俊

　
▽
参
与
環
境
シ
ス
テ
ム

事
業
開
発
セ
ン
タ

長
委

嘱
環
境
事
業
に
つ
き
谷
奥

専
務
執
行
役
員
を
補
佐

︵
参
与
経
営
企
画
部
長
委

嘱
︶
岡
猛
敏

　
▽
日
本
製
鉄
よ
り
出
向

参
与
経
営
企
画
部
長
委
嘱

合
金
鉄
の
海
外
戦
略
に
つ

き
越
村
専
務
執
行
役
員
を

補
佐
︵
日
本
製
鉄
よ
り
出

向
参
与
経
営
企
画
お
よ
び

合
金
鉄
の
海
外
戦
略
に
つ

き
越
村
専
務
執
行
役
員
を

補
佐
︶
中
里
圭
一

︵
６
月

日
付
︶

　
︻
新
任
取
締
役
︼

　
▽
取
締
役
営
業
部
長
委

嘱
︵
営
業
部
長
︶
竹
本
直

人　
︻
退
任
取
締
役
︼

　
▽
坂
森
直
人
取
締
役
営

業
部
長
委
嘱

監
査
役
就

任　
︻
退
任
監
査
役
︼

　
▽
小
松
裕
明

顧
問
就

任

︵
６
月

日
付
︶

　
︿
鉄
鋼
事
業
本
部
﹀

　
▽
参
与
︵
海
外
鉄
鋼
企

画
担
当
役
員
付
︶
野
澤
崇

︵
６
月

日
付
︶

　
︿
鉄
鋼
事
業
本
部
﹀

　
▽
三
井
物
産
へ
復
帰

︵
参
与
︶
市
川
孝
二

︵
７
月
１
日
付
︶

　
▽
営
業
第
一
部
門
部
門

長
補
佐
兼
鍛
造
加
工
品
部

長
︵
営
業
第
一
部
門
部
門

長
補
佐
︶
想
田
立
人

　
▽
平
鍛
造
出
向
取
締
役

営
業
部
長
︵
営
業
第
一
部

門
鍛
造
加
工
品
部
長
︶
宮

澤
直
樹

　
岡
谷
鋼
機
の

年
３


５
月
期
連
結
決
算
は

売

上
高
２
２
５
２
億
９
７
０

０
万
円
で
前
年
同
期
比


・
４
％
増

経
常
利
益


億
８
６
０
０
万
円
︵
同


・
６
％
増
︶
純
利
益


億
４
７
０
０
万
円
︵
同


・
９
％
増
︶
と
な
り
増
収

増
益


　
鉄
鋼
部
門
は

鋼
材
価

格
の
上
昇
や
製
造
業
向
け

を
中
心
と
す
る
需
要
回
復

で
国
内
外
と
も
に
増
収
増

益

部
門
売
上
高
は
同


・
２
％
増
の
９
９
１
億
３

千
万
円

営
業
利
益
は
同

３
・
７
倍
の

億
２
８
０

０
万
円
と
な

た


　
通
期
で
は
売
上
高
８
４

０
０
億
円

経
常
利
益
２

０
０
億
円

純
利
益
１
３

５
億
円

年
間
配
当
２
３

０
円
を
見
込
む


　
岡
谷
鋼
機︵
社
長
・
岡
谷

健
広
氏
︶は

日
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
開

催
し
て
い
る﹁
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｙ

Ａ
　
チ

リ
テ


コ
ン

サ

ト
２
０
２
１
﹂を
７

月

日
午
後
６
時
か
ら
愛

知
県
芸
術
劇
場
コ
ン
サ


ト
ホ

ル
で
無
観
客
開
催

す
る
と
発
表
し
た
イ
ン

タ

ネ

ト
配
信
す
る
ほ

か
ア

カ
イ
ブ
送
信
テ

レ
ビ
放
映︵
８
月

日
・
Ｃ

Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
︶も
行
う


　
同
コ
ン
サ

ト
は
２
０

１
３
年
か
ら
毎
年
開
催


コ
ロ
ナ
禍
で
昨
年
に
続
き

無
観
客
で
開
催
す
る
こ
と

に
し
た

愛
知
県
共
同
募

金
会
へ
２
０
０
万
円
を
寄

付
す
る


　
コ
ン
サ

ト
の
模
様

は

当
日
の
ラ
イ
ブ
配
信

と

ア

カ
イ
ブ
配
信

︵
７
月

日

８
月
末
日
︶

を
実
施
︵
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
﹁
Ｃ
Ｂ
Ｃ
公
式
チ

ン

ネ
ル
﹂
Ｌ
ｏ
ｃ
ｉ
ｐ
ｏ

︵
ロ
キ
ポ
︶

在
名
古
屋

４
局
共
同
配
信
プ
ラ

ト

フ


ム

ア

カ
イ
ブ

配
信
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

﹁
名
フ

ル
公
式
チ

ン

ネ
ル
﹂
で
も
実
施
︶
す
る

ほ
か

ダ
イ
ジ

ス
ト
版

を
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
放
映

す
る


　
日
本
重
化
学
工
業
の


年
３
月
期
の
単
独
経
常
利

益
は

億
８
３
０
０
万
円

と
な
り

前
期
比
で

％

増
加
し
た

主
力
の
合
金

鉄
の
販
売
減
な
ど
で
売
上

高
は

％
減
の
１
９
３
億

７
４
０
０
万
円
に
と
ど
ま


た
が

機
能
材
料
事
業

が
堅
調
だ

た
ほ
か

コ

ス
ト
削
減
の
徹
底
な
ど
が

寄
与
し
増
益
と
な

た


最
終
損
益
は
一
部
設
備
の

稼
働
停
止
に
伴
う
減
損
損

失
計
上
な
ど
で
１
億
６
８

０
０
万
円
︵
前
期
比
３
・

７
％
増
︶に
と
ど
ま

た


︵
７
月
１
日
付
︶

　
︻
組
織
改
正
︼

　
︿
支
社
・
支
店
・
高
砂

製
作
所
・
海
外
事
務
所
﹀

　

高
砂
製
作
所


　
▽
播
磨
工
場
﹁
播
磨
総

務
室
﹂
の
機
能
を
同
所

﹁
総
務
室
﹂に
移
管
す
る


こ
れ
に
伴
い﹁
播
磨
工
場
﹂

を
廃
止
す
る

　
︿
機
械
事
業
部
門
﹀

　
▽
﹁
圧
縮
機
事
業
部
﹂

お
よ
び
﹁
汎
用
圧
縮
機
本

部
﹂
を
廃
止
し

﹁
回
転

機
本
部
﹂
を
同
事
業
部
門

直
属
部
門
に
移
設
す
る

　
︿
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

事
業
部
門
﹀

　
▽
企
画
管
理
部
に
﹁
人

事
グ
ル

プ
﹂
を
新
設
す

る　
︻
執
行
役
員
︵
除
く
取

締
役
︶
業
務
一
部
変
更
の

件
︼

　
▽
機
械
事
業
部
門
回
転

機
本
部
長

同
回
転
機
本

部
Ｃ
Ｓ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
部
長
︵
機
械
事
業
部
門

圧
縮
機
事
業
部
副
事
業
部

長

同
圧
縮
機
事
業
部
回

転
機
本
部
長

同
圧
縮
機

事
業
部
回
転
機
本
部
Ｃ
Ｓ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部

長
︶
執
行
役
員
栗
岡
義
紀


以
下
続
報

︵
７
月
１
日
付
︶

　
︻
職
制
変
更
︼

　
︿
本
社
経
営
企
画
本

部
﹀

　
▽
情
報
シ
ス
テ
ム
部
と

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
を
統
合

し

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
と
す

る　
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
に
新

た
に
Ｄ
Ｘ
グ
ル

プ
及
び

Ｓ
Ｉ
グ
ル

プ
を
設
け
る

　
︻
人
事
異
動
︼

　
▽
上
席
執
行
役
員
経
営

企
画
本
部
長
企
画
部
長


Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
長

海
外

事
業
企
画
室
長

福
井
プ

ロ
ジ

ク
ト
チ

ム
リ


ダ

兼
務
︵
上
席
執
行
役

員
経
営
企
画
本
部
長
企
画

部
長

情
報
シ
ス
テ
ム
部

長
海
外
事
業
企
画
室
長


福
井
プ
ロ
ジ

ク
ト
チ


ム
リ

ダ

兼
務
︶
河
本

善
博

　
▽
本
社
経
営
企
画
本
部

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
部
付
部
長
市

川
工
場
勤
務
︵
本
社
経
営

企
画
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム

部
付
部
長
市
川
工
場
勤

務
︶
林
賢
治

以
下
続
報

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
が
発
表

し
た
鉄
鋼
貿
易
実
績
︵
確

報
︶
に
よ
る
と

５
月
の

普
通
鋼
鋼
材
輸
出
量
は
９

・
５
％
増
の
１
７
８
万
７

千

と
な
り


カ
月
ぶ

り
に
増
加
へ
転
じ
た


　
最
大
品
種
の
熱
延
広
幅

帯
鋼
は
０
・
２
％
減
の


万
８
千

で

カ
月
連
続

の
前
年
割
れ
だ

た

ホ


ト
コ
イ
ル
の
海
外
市
況

は
高
騰
し
て
い
る
も
の
の

高
炉
大
手
の
生
産
余
力
が

限
ら
れ

ほ
ぼ
前
年
並
み

に
と
ど
ま

て
い
る

う

ち
日
本
製
鉄
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ

ル
が
現
地
事
業
向
け

に
原
板
を
供
給
し
て
い
る

タ
イ
向
け
ホ

ト
が
２
・

１
倍
の

万
９
千

と


新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
深

刻
だ

た
前
年
の
反
動
で

大
幅
増
だ

た

冷
延
鋼

板
な
ど
他
の
鋼
材
輸
出
は

お
お
む
ね
増
加
し
た


　
全
鉄
鋼
輸
出
は

・
２

％
増
の
２
７
８
万
２
千


で

カ
月
ぶ
り
に
増
加


半
製
品
は
４
・
４
％
増
の


万
４
千

だ

た


　
向
け
先
別
の
全
鉄
鋼
輸

出
は

タ
イ
が

・
６
％

増
の

万
５
千

で
７
カ

月
連
続
の
増
加
と
な
る
一

方

前
年
に
経
済
活
動
が

い
ち
早
く
回
復
し
て
い
た

中
国
は
反
動
減
で
７
・
９

％
減
の

万
２
千

と
３

カ
月
ぶ
り
に
減
少

相
対

的
に
市
況
が
低
迷
し
て
い

た
韓
国
向
け
は
成
約
が
敬

遠
さ
れ

・
５
％
減
の


万
９
千

と

カ
月
連
続

の
前
年
割
れ
だ

た



